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Recent Warming in Japan Estimated from AMeDAS  
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The global warming is one of the biggest issues that mankind is facing. Japan is no exception to the global warming. In this 
report, using AMeDAS data for recent 28 years published on the internet by Japan Meteorological Agency, we estimate the rising 
rates of average temperatures in Japan area. The average rising rate of temperature per 100 years in all areas of Japan is 4.5 ℃. 
Although the distinction between the global warming and urban heat island effect is difficult, the centennial rising rate of 
temperature in Japan area is currently estimated to be greater than 4.0℃ due to global warming.   
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System」の略で，降水量，気温，風向風速，日照時間などの
気象状況を時間的，局所的に監視し気象災害の防止・軽減
に重要な役割を果たしている。1974 年 11 月から運用を開始
し，その後の整備により降水量を観測する観測所は現在全

































間全体の平均気温 T と基準の温度 T0の関係を表す。 
  cbazTT  0        (1) 




は a= 5.9℃/km と高度とともに温度は下がる。対流圏の標
準的気温減率の6.5℃/km よりやや小さい値となった。また
緯度依存性は b= 1.01℃/deg と緯度が 1°増えると気温は
１℃ほど下がる(決定係数 R2=0.970)。経度依存性は c=0.09℃
/deg と東に行くほど気温は上がるが，符号も地方によって 
表 1 地方ごとの 28 年間の平均気温の高度 a，緯度 b・
経度 c の依存性 
Table 1. Average temperature for 28 years dependence on altitude a, 









北海道 155 -5.0∓0.4 -0.51∓0.06 -0.51∓0.04
東北 142 -6.2∓0.2 -0.75∓0.04 -0.32∓0.07
関東 83 -5.9∓0.2 -1.25∓0.11 -0.31∓0.11
中部 135 -6.1∓0.1 -1.07∓0.05 0.23∓0.06
近畿 71 -7.8∓0.4 -1.19∓0.13 -0.04∓0.11
中国・四国 115 -8.1∓0.3 -0.96∓0.06 0.16∓0.05
九州 93 -6.5∓0.3 -0.88∓0.06 -0.20∓0.08
沖縄・離島 32 -8.1∓0.1 -0.73∓0.02 0.05∓0.01

























図 1 日平均気温，日最高気温，日最低気温の 28 年間の
平均値の緯度依存性 
Fig. 1 Latitude dependence of the average of daily average, the daily 











































図 2 IPCC 第 4 時報告書による地球温暖化量の予測(8) 















図 3 に日本全国 826 地点のアメダスデータの単純平均し 
た経年変化を示す。年々変動は大きいが，日最高，日平均，  
日最低気温は，それぞれ 100 年あたり 5.6℃，4.6℃， 4.3℃ 
y = 0.046x + 11.6
R² = 0.451
y = 0.056x + 15.9
R² = 0.530
























Fig.3 Change in annual average of the daily maximum, the daily 
average, the daily minimum temperatures in all Japan area.  
 
 
図 4 日本全国の日最高・日平均・日最低気温の 100 年あ
たり上昇率の頻度分布 
Fig.4 Frequency of centenary change rates in the average of the daily 




 図 4 は，28 年間のアメダスデータから求めた 100 年当た
りの日最高，日平均，および日最低気温の上昇率の全観測
地点の相対頻度である。刻み幅は 0.5℃である。全国の平均 
気温の上昇率の平均は 4.6℃/100 年で，約 68%は 3.5～5.5℃
/100 年の範囲にある。平均気温の上昇率が負値を示すのは，
鳥羽(三重)のみで-0.02℃/100 年である。次に小さいのは，
神流(群馬) 0.21℃/100 年，宇登呂 0.68℃/100 年，寺泊(新
潟)0.72℃/100 年であった。大きい方では，枚方(大阪) 10.2℃
/100 年，奄美大島 9.0℃/100 年，龍神(和歌山) 8.8℃/100
年である。 
  最高気温の上昇率の全国平均値は 5.6℃/100 年，上昇率が
負の値を示すのは神流(群馬)3.1℃/100 年，白滝(北海
道)1.0℃/100 年，勝山(福井) 0.71℃/100 年の 3 点であ
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る。特に大きい値を示したのは，須崎(高知) 14.7℃/100 年，








/100 年，赤石(兵庫) 10.4℃/100 年，神戸 (兵庫) 10.3℃/100
年である。 
 日本の平均気温の変化について現在の傾向を維持すれば 
IPCC の第 4 次報告の上昇率範囲(1.4～5.8℃/100 年上昇)の
上限に近い気温上昇率で変化している。 
 図 5 には緯度と全アメダス観測点での気温上昇率の関係
を示した。アメダス観測点の所在地の緯度の最頻値は北緯






























図 5 年平均気温の 100 年あたり上昇率の緯度変化 
Fig.5 Dependence of centenary change rates of the annual average 
temperature on latitude. 
 
4.2 地方ごとの状況 










Table 2. Centenary change of the daily maximum, the daily average  








北海道 4.2∓1.3 3.5∓1.3 3.2∓1.3
東北 5.3∓1.3 4.4∓1.2 4.4∓1.1
関東 6.0∓1.1 5.1∓1.1 4.8∓1.2
中部 5.8∓1.2 4.5∓1.1 4.3∓1.1
近畿 6.2∓1.1 5.2∓1.0 5.0∓1.1
中国・四国 6.7∓1.3 5.2∓1.0 4.8∓1.0
九州 6.7∓0.9 5.3∓0.9 4.7∓0.9
沖縄・離島 4.2∓0.6 3.6∓0.7 3.5∓0.7















国地方および九州地方は 6.7～6.8℃/100 年となっている。 
 
4.3 バックグラウンドとしての温暖化量 












ぞれ 100 年あたり 5.0∓ 0.7 ℃，4.2∓ 0.8℃，3.7∓ 0.8℃の割
合で上昇している。全観測点で最も小さな上昇率を示した
のは，八丈島で日平均値の上昇率は 100年あたり 0.47∓ 1.1℃
であった。最大値は伊豆大島の 8.6∓ 1.1℃であった。 
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Tave = 0.035x + 5.8
R² = 0.222
Tmax= 0.042x + 10.1
R² = 0.282





















Tave = 0.044x + 9.6
R² = 0.342
Tmax = 0.053x + 13.8
R² = 0.380






















Tave = 0.051x + 12.5
R² = 0.450
Tmax = 0.060x + 17.2
R² = 0.517























Tave= 0.045x + 12.0
R² = 0.400
Tmax= 0.058x + 16.4
R² = 0.489


























Tave = 0.051x + 13.8
R² = 0.501
Tmax = 0.062x + 18.3
R² = 0.565






















Tave= 0.052x + 13.8
R² = 0.520
Tmax= 0.067x + 18.2
R² = 0.621






















Tave= 0.053x + 15.2
R² = 0.582
Tmax = 0.067x + 19.5
R² = 0.669






















Tave = 0.036x + 21.2
R² = 0.526
Tmax = 0.042x + 23.8
R² = 0.636























図 6 日本全国の日最高，日平均，日最低気温の年間平均値の地域別経年変化 
Fig.6 Annual change of the daily maximum, the daily average, and the daily minimum temperatures in 
each area of Japan. 
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図 7 島や岬 57 地点の日最高気温，日平均気温，日最低気温の
平均値の経年変化 
Fig.7  Inter annual change in the average of the daily maximum, the 
daily average, and daily minimum temperatures of 57 observatory points 













y = 13.32 + 0.0430x   R 2= 0.417
y = 17.32+ 0.0482x   R 2= 0.451 













Fig.8 Inter annual change in the average of the day maximum, the daily 
average and the day minimum temperatures in representative 


































 同様に，表 3 には，都市の気温を目的変数とし，説明変
数が緯度，経度，高度および人口とした回帰分析を行い，
それぞれの寄与率と標準誤差を示した。表 3 の回帰分析結
果からも都市の年平均気温は 100 万人当たり 0.6℃前後の上
昇を示しており，図 9 の都市人口と気温偏差の結果と同程
度となっている。都市化の影響は，最低気温がもっとも大
きな上昇を示し 100 万人当たり 0.7℃に達している。   
 ところで，都市の人口は，気温上昇率にも影響を与えて
いるのだろうか。図 10 は 285 地点の 30 年平均人口と各地
点の 100 年あたりの気温上昇率の関係を示した。年平均気





















5.0℃/100 年に対して，都市名のつかない残りの 541 地点の 
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線形 (平均気温偏差) 線形 (日最高気温偏差) 線形 (日最低気温偏差)
 
図 9 都市の 30 年平均人口と 28 年間の日平均，日最高，日
最低気温の平均偏差の関係 
Fig.9  Relationship between average urban population and the daily 





































線形 (日平均変化率) 線形 (日最高変化率) 線形 (日最低変化率)
 
図 10 平均人口と日平均，日最高，日最低気温の 100 年あ
たりの上昇率の関係 
Fig.10  Relationship between urban population and the daily average, 














表 3 観測点のある 285 都市の 28 年間の平均気温の経度，
緯度，高度および人口の依存性 
Table 3. Urban average temperatures for 28 years dependence on 
longitude, latitude, altitude, and population in 285 urban observatories. 
 
都市の気温 日最高気温 平均気温 日最低気温
経度(℃/deg) 0.13∓0.02 0.11∓0.01 0.11∓0.02
緯度(℃/deg) -1.05∓0.02 -1.01∓0.02 -1.01∓0.03
高度(℃/km) -2.8∓0.3 -5.6∓0.2 -7.4∓0.4
人口
(℃/100万人) 0.60∓0.11 0.60∓0.09 0.74∓0.14  
 
表 4 観測点のある 285 都市における 100 年あたりの気温上
昇率と経度，緯度，高度および人口の依存性 
Table 4. Urban average temperature rising rates for 28 years 











経度(℃/deg) 0.01∓0.04 0.06∓0.03 0.10∓0.04
緯度(℃/deg) -0.18∓0.05 -0.20∓0.04 -0.22∓0.06
高度(℃/km) -0.3∓0.7 -0.9∓0.6 -0.9∓0.8
人口




































Fig.11  Relationship between urban population and its annual increasing 
population for 30 years. 
 




 表 4 では，気温上昇率に対して，説明変数を緯度，経度， 
高度とともに人口を考えた。人口は，前節に述べたような
理由で気温上昇率にも寄与しており，人口 100 万人当たり
日最高 0.0℃/100 年，日平均 0.6℃/100 年，日最低 1.2℃/100
年のさらなる増大を示した。ここでも都市化の影響は，日
最低気温に大きく表れる。 
 図 13 は全観測点での平均気温の緯度変化率についての経
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年変化である。ただし，緯度変化以外の変数については，
表 1 の回帰係数を仮定する。図 13 より緯度方向の変化率で
は，緯度が 1°北にいくと 0.1℃(都市データのみの場合は
0.2℃) だけ気温上昇率は弱まる。すなわち，南北方向の気






















図 12 鉛直気温減率(deg/km)の経年変化 























図 13 気温の緯度変化(℃/deg)の経年変化 

























・全国アメダス観測点の平均値   4.5℃ 
・都市名のつかない観測点の平均値   4.3℃ 
・気象庁代表 17 地点平均値    4.3℃   
・全国の島・岬などの平均値    4.2℃ 
これらのことから，日本におけるバックグラウンドとし
ての平均気温の現在の上昇率は，小さく見積もっても 100
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